
AI対策マーケティング戦略（４）コンテンツ作成で重要なこと
【ネクストライク218号】
今号は、「AI対策マーケティング戦略」を考える５回シリーズの４回目になります。以下は予定になります。（変更になる場合がござい
ます）
１号　SEOの重要性とAI検索化によるビジネスチャンス
２号　Ai検索増加による、ユーザーの傾向と取り組むべき対策
３号　AI検索に好まれるコンテンツ作成のポイント
４号　AIに引用参照されるために、コンテンツ作成で重要なこと（今号です）
５号　AI検索対策で重要な、Webサイト作成の方法

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

１．AIが理解しやすい「記事構成」にする
自社にとって、正しく文脈を読み取れるような構成・表現を意識することが非常に重要です。
例）
・自社の強みをAIに正しく理解させて、比較検討ユーザーの引用候補に入れる。
・AI検索で、あいまいな強み表現だと「特定のユーザー」に推薦されない。
・自社が得意とする専門カテゴリーを定義し、AIにも人にも伝わるコンテンツを再設計す
る。
具体的には、記事構成する上で、重要な点は以下になります。

１）論理的順序または時系列に整理された文章構造
AIもちろん、読者にとっても読みやすい構造で記事を作成するのが重要です。時系列や因果関係がスムーズにつながっているかを意識し
て書き進めます。
以下のような構成を意識します。
・ピラミッド構造（結論→理由→詳細）
・起承転結（背景→展開→転換→まとめ）
２）セクションごとに「問いと答え」の構造意識
ユーザーがAIに入力するプロンプト（質問）を想像し、質問を見出しとAIの回答するアンサーを意識した構成とコンテンツを用意しま
す。
AIが「質問」と「回答」のペアを好んで学習するという、AIが質問に答えるときの仕組みにも合致するため、AIに引用されやすくな
る書き方です。
例えば、サービスページや記事の下部に「よくある質問」セクションを設け、「問い」と「答え」をセットで記述することで、AIがユー
ザーの質問に対してそのまま引用しやすくなります。
３）話題の網羅性を意識する
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AIは、文章を理解する際、単語の出現確率や単語間の関係性、文脈までを考慮します。あるテーマについて書くときには、そのテーマに
関する情報をできるだけ広く・深く網羅することが、AIの理解を助け、引用されやすい記事につながります。
AIは、単一の意見や事実だけではなく、比較・多角的な情報を統合する傾向があり、「メリット・デメリット＋比較表＋ケース別推奨」
の組み合わせの効果が高くなっています。

２．AIが理解しやすい「文章」にする
AIは行間が読めず、細かいニュアンス伝えることができないため、感情的な表現や複雑な比喩、冗長な表現は避ける必要がありま
す。AIが「情報の構造を理解しやすく」「回答や抽出がしやすい」文を作るようにします。
AIに引用・参照されやすい「文章」として、具体的には以下のようなものが考えます。

１）定義文形式
AIは最終的に、ユーザーの質問に「直撃」している箇所を抽出します。「AはBである」「AにはCという特徴がある」といった、主語
と述語が明確で、曖昧さの少ない文です。
２）結論ファーストで分かりやすい文章構造にする
AIは、文章を上から順に丁寧に読むのではなく、文章の中から必要な情報を素早く抽出して回答を生成します。そのため、最初に結論が
書かれていて、その後に根拠や補足が続く構成が引用されやすい傾向にあります。
結論が文章の後半にある場合、AIは重要な情報をなかなか見つけられません。AIが質問に対する回答としてそのまま引用しやすくする
ためには、最初に答えを示す必要があります。
各見出しの直下に結論や要点を配置し、その後に詳細を展開する構成が効果的です。
冒頭に「この記事でわかること」や「結論」が記載され、「この記事では〇〇を解説します」や「結論から言うと、〇〇です」といった構
成がAIにとっても非常に親切です。
３）AIが情報を引用する仕組みを理解する
「情報の整理のしやすさ」も大切な要素です。以下のようなポイントに注意して構成を組みましょう。
①見出しごとに1つのテーマに絞り、また、見出しを質問形式にする
1つの見出しの中に複数のテーマが混在していると情報の焦点がぼやけてしまい、AIが情報を正確に拾いにくくなります。
1つの見出しに対して1つのテーマを扱い要点を絞って書くと、ユーザーが読みやすくなるだけでなく、AIに引用されやすい文章になり
ます。
②箇条書きやリストで情報を整理する
AIは長文の中から意味のある情報を要約・抽出するため、段落が長すぎると正しく意味を取り出せないことがあります。読みやすさだけ
でなく、AIの読解性向上のためにも、段落を整理しておきます。長い文章の中に情報が埋もれているより、箇条書きや要約としてまとめ
られている文章のほうが、AIに引用されやすいと言えます。
③引用や出典は信頼性が高い情報を選び明記する
生成AIは、単に情報量が多いページよりも「信頼できる情報源に基づいているページ」を好みます。国、法律、自治体、業界団体、研究
機関などの公的で専門性の高い情報を優先して使うことが重要です。
④数字とデータを積極的に使う
「多くの」「かなりの」といった曖昧な表現ではなく、「○○%」といった具体的な数字を使うことで、AIにとって引用しやすい情報に
なります。



数字を使う際は、その出典を必ず明記してください。根拠のない数字は逆に信頼性を損なう可能性があります。
⑤FAQコンテンツを入れる
AIはユーザーの質問に対する回答を生成する際、ページの中から質問と答えがセットになっている情報を優先的に参照する傾向がありま
す。「○○とは何か」「○○の方法は？」といった疑問に対して、直接答えている文章を指します。
FAQ・Q&A形式は、質問と回答がセットになっているため、AIが情報を取り出しやすい構成になります。
特に、営業や技術がよく受ける質問、比較検討で迷いやすいポイントなど、判断を補助する情報をFAQにすると、記事全体の説得力が上
がります。
・記事の冒頭や各見出しの直後に、「結論」を150文字程度で断定的に記述する。
・ユーザーの疑問に答える形で「Q.〇〇とは？」「A.〇〇です。」といったQ&A形式を取り入れます。
⑥見出しのつくり方
記事の構成でいえば、ユーザーが検索しそうな質問をそのまま見出しとして設定し、その直後に答えを書く構成が効果的です。その他の留
意点は以下になります。
・検索クエリを分析して実際にユーザーが入力している言葉を使う。「○○対策って何?」のような口語表現も検討に値します。
・見出しに質問形式を取り入れる
・箇条書きや番号付きリストを設け、情報を階層的・視覚的に整理することで、AIが項目ごとの関係性を理解しやすくする
・回答を具体的かつ簡潔にする。最初の1~2文で結論を述べ、その後に補足説明を加える構成が理想的です。
・根拠を明示すること。「当社の調査では」 「○○省の発表によると」など、情報の出典を明らかにすることで信頼性が向上します。
⑦AI検索対策の記事タイトルのつけ方
対策プロンプトをそのままタイトルに表現することが望ましいです。
原則としては、ユーザーがAIに投げる質問に近い形で、タイトルに「悩み」や「希望」が含まれるようにします。たとえば「〇〇の特徴」
より「〇〇ができない原因と対策を考える」のように、課題と答えが見えるタイトルのほうが、AIにもユーザーにも伝わりやすくなりま
す。
⑧既存の記事は作り直す
過去に作成したSEO記事やコラムも、「AIが読み取りやすい構造」にします。過去掲載した記事資産をリライトするだけでも、AIか
らの評価は変わります。
・見出しの直後に、そのセクションの結論を簡潔に述べる。
・長文でダラダラ説明するのではなく、特徴やメリットは箇条書き、比較情報はテーブルタグ（表）でまとめる。
・見出しの、H1、 H2、H3タグを正しく使い、情報の親子関係を明確にする。

３．AI対策は継続的なコンテンツの蓄積が重要
AI対策は1記事単体で完結するものではなく、コンテンツ全体の設計や積み重ねが重要になります。
定義記事、事例紹介、Q&A、用語解説などを組み合わせていくことで、「このテーマならこの人／このメディア」とAIに認識されやす
くなっていきます。
また、情報の更新性や信頼性も重要。記事が古くなっている場合は、定期的にリライトし、最新情報に更新しましょう。
中長期的には、「この分野の情報をきちんと伝えている企業」としてAIに認識されることで、回答のソースとして繰り返し引用されるよ
うになる可能性があります。



＜AI引用されやすい文章チェックリスト＞
①構造について
・導入リード文（400文字程度）内でクエリの結論を120文字程度でまとめているか
・ユーザーが検索しそうな疑問を見出しに使っているか
・見出しごとに1つのテーマに絞られているか
・見出しの直下に結論が書かれているか
・最初の1〜2文で質問への答えが示されているか
②文章について
・「主語＋述語」をはっきりさせ、自然言語処理しやすくしているか
・1文が長くなりすぎていないか（目安：60文字前後）
・回りくどい前置きから始まっていないか
・要点が明確に伝わる書き方になっているか
・そのまま抜き出しても意味が通じる文章になっているか
③情報の質について
・数値や具体例が含まれているか
・情報の根拠（調査・データ）が示されているか
・内容が最新の情報になっているか
④整理・表現について
・箇条書きや要約で情報が整理されているか
・質問形式（〜とは？〜方法は？）が適切に使われているか

４，AI検索対策用コンテンツ制作の原則

１）AI検索対策で一番意識すべき基本
どんなターゲットの、どんな悩みや希望に対して、どうお役立ちしたいのかをユーザーの気持ちに立って具体的に考えることが重要です。

AIはユーザーの属性に合わせて回答を出し分けるため、特定のユーザー属性に最適化したコンテンツは、その属性のユーザーへの回答時
に選ばれやすくなります。特に、AI検索では、比較検討ユーザーが多く、求められる情報を結論・理由・背景となる裏付け・費用対効果、
メリット・デメリットなどを整えることで、効果が期待できます。

２）社内リソースが不足している企業でAI検索対策を進める方法
一番の情報源は、すでに顧客と向き合っている部門であり、ユーザーが本当に知りたい“現場で使われているプロンプト”のなかに溢れて
います。例えば、日常、行っている商談提案活動やセミナー、展示会などの活動で、導入時に苦労した点や比較検討で選ばれた理由や失注
のケース、導入効果が薄い場合の条件などの営業担当や技術スタッフの知見を活用することができます。

特に、多くの企業では、依然、社内で明文化できていない、導入事例や提案プロセスは多いのではないでしょうか。Webコンテンツとし
て作成し、それを掲載することで、AIに評価される実践的で独自性のある情報を十分に補うことができます。



３）外部からの言及（サイテーション）を獲得する仕掛けが重要
・自社サイト内の情報だけでなく、外部サイトからの言及（サイテーション）も重要です。
例えば、以下の例は、「複数引用されている＝信頼できる」とAIは判断します。
・新機能や調査レポートをリリースし、メディアに取り上げてもらう。
・パートナー企業と協力して、導入事例インタビューをお互いに掲載し合う。
・SNSでの発信を強化し、ユーザーからの言及を促す。
・そのほか、展示会やセミナーへの登壇情報を外部メディアに掲載してもらう。


